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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でデータベース化するため、600字～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。) 

本研究ではまずレーザ顕微鏡装置を用い、ナノスケールでの細胞骨格の蛍光断層像を取得し、それを立体再構成する。

次に応力を調べるための負荷として、微小粒子操作を目的に開発した光ピンセットを用いて細胞表面に外力を与える。

外力を与えた場合と、与えない場合の細胞骨格の立体構造をそれぞれ再構成し、外力と対応点の変位との関係から細

胞の応力分布を計算する。これによってインビボで細胞骨格の形態や強度の変化を定量することができ、疾患の影響

や細胞機能の解明に向け必要となる要素技術を開発中である。 

１）基本システムの構築 

まずレーザ顕微鏡を使用した、細胞骨格の蛍光像計測系を作成した。倒立型顕微鏡に対して、共焦点顕微鏡用と光ピ

ンセット用の 2系統のレーザを入射するようになっており、細胞骨格をリアルタイムで観察しながら、外力を加えた。

断層画像は、piezo-actuator により対物レンズを上下に移動させることによって取得した。 

２）培養細胞を用いた細胞骨格撮像プロトコールの構築 

計測対象としてサンプルの培養細胞を用い、安定した蛍光像を得られるような撮像プロトコールを完成した。撮像プ

ロトコール作成においては、試料の作成条件および効率的な蛍光染色の手法について検討した。 

３）蛍光断層像からの細胞骨格抽出に向けた画像処理手法の開発 

得られた蛍光断層像に対して、三次元立体再構成を行うために必要な画像処理技術を開発した。アクチンフィラメン

トなどの繊維構造に代表される、特徴的な細胞骨格固有の蛍光断層像を共焦点顕微鏡で撮像する際には、断層面に含

まれる細胞骨格からの蛍光以外にも、それに連なる骨格部位からの蛍光が重畳されて観察されてしまう問題点がある。

よって、断層間に連続する細胞骨格構造を選択的に抽出できるような、画像処理アルゴリズムを考案し、撮影した断

層像に適用した。 

 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を添付

すること。 
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